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ノ一部テ切除 シ染色検鏡シタガ，菌ハ見附カラズ。血像テハ中·J~I：多主要；白血球ハ殆ンド平常
小淋巴球が少 シク増加シテ fJレ。I血球沈降迩！主モ殆ン ド正常。血液ノ主氏反感ハ（+2）。
経過及治療入院ノ 翌日カラ， 215'.熱デ一般HK態ハ頗Jレヨ 4ガ，腫脹部ハ次第ニ紫色テ帯
ピ少シク大サテ増シ指頭大トナリ浮腫モ少シク強クナ ツテ居Jレ。依然疹痛ハナ f。右肢下
ニハ指頭大ノ淋巴腺ノ腫脹セ Jレ行1個蝿 レタガ腰痛ハナ イ，ソ ノ後~.3 日 ハ著蟹無ク .4日目
ニ健康馬血清（停研）テ．最初lee）主下ニ！Nへ特異性ノナキテ見テ， lOee皮下ニ注射シ，共後
6日間ニ隔 日lOee3回行ヒ，叉6日目ニ1度；患者ノ静脈血20eeテ醇肉ニ注射シタ。 翌 日ヨリ腫
脹ハ少シク萎縮 シ，浮腫モ程度トナリ，最早進行ノ様子ハ無ク ナツタ。 9日目ニ局部テご：．







余ノ、牌股疫Lカノレプ yケノレ寸12例ヲ経験セ リ。 第I仰jノ、顔面，第2仰jハ頂部＝費生セノレモノナリ。定
型的ノ臨床的像ヲ早川局~ハ軟膏貼用温議布等ノ k日午全ク無刺般的療法ユ ヨ リ何等特殊ノ療法 7施
サズシテ順調／経過ヲトリテ治癒セリ。第2例ヨリrn-?J ，レ前／根本ヲ供覧ス。（標本供覧）
這加 革 島 彦一
曾テ lOJ下耗前月例 ヲ経験セシコト ア リ 。 皆顔商ニ~セ Jレモ ノナ リ 。京都地方ニ ハ 比較的多クア ノレモ
ノト思ノリレ。臨成上， 初~昔日 ／ 暗赤 ヲ曇 シ， 其周闘ノ炎症＝比較シテ著シキ j字JI重ヲ見yレ ヨトカ・特異ナ
リ。 多ク ノ場合放後ハ夏性＝シテ小切開ヲ加へ三'!_2とノ焼灼ニヨリ治癒セリ。猶ホ患者I ］人ノ、毛
皮商，1人ノ、鼻緒繭， 1人ノ、今記臆セズ。 要スノレユ皮ヲ取扱フ モノユ多ク，職業的疾病I1ナリ。
3, 膳道手術後J出血J危険＝就テ
61歳ノ 男子。 主訴 it1i守／ 民経 ト笈痔感。
病歴約2'T 月前何’手記、ム ベキ訴因 ナ ク全身ニ癌痔感ヲ訴へ心稿背H ェ軽度ノ~痛テ＊ ス
?? ??、，? 子定
ニ到Jレ。 40 目前i ~f山 セ Jレ後産痔感ー居激シクナ リ 皮府モ黄色 ト ナ リ 尿モ強ク策褐色 ト ナ リ
全身俗立，食慾不準テ ぅ＼：： ス。然シ(i1j~前琵f'l ： ， 開溜上昇， P~ll_Iプ事ノ 、 1 凹モナ ィ 。
現在症全身ノ皮府ハ強！Sfユ黄色ト ナリ，肺肝限界ハ右乱線上第6肋骨デ，腹部ハ桝ノ上
;( 1＂ニ鶏卵大ノi司形ノ膨隆 テ認ノ呼吸 ト共ニ上下 シ， 楠診 スJレニ pralclastischデlり1カニ）貯
説 デアJレ。肝臓ハnJJ骨・弓下3横指ニ ソノ下縁子鮪レ硬度ャ、軍デアルガ表面ハ卒滑 ずやI出
ーモ匪痛貼ナ ク叉臆場モ！鮪 レ得ナ 4。 1と所見 ク’メリン氏反劇 場市｜。同液 i＊干HI血 アJレ他
異ilkハ認メラレスユー 1－二指腸液数l主試 EJレモ謄汁ハ岐’jlシ得ズ。
臨 休 涯 纂 1;:1.-, 




開口部ハヨノ腫蕩ノタメニ完全ニ閉1'げ Jレ。ソコ デ次ノ様ナ手術テ施行シタ。印ト ラfツ

















肋部品斜切開ヲ加へテ開腹スノレト何蕗ユモ病害警ヲ見出シ得ヌ， l庖裏面モ緯輸路管モ ¥'at er 氏字し頭部ユ
モ雪量状ヲ詮セヌ，強テ求メノレト路~ガ充盈シ其ノ壁ガ柑々肥厚シテ居Jレカノ知クデアツタ， ソレデ







アリ， E唐露切除及ピ純輸路管切開排液ヲ施シ手術7 glattニ終リ タルz 術後：：日目ヨリ突然吐血起リ
輸血無効，死ノ事事蹄ヲ取りタリ。
此 ／fl.日夕路道手術ノ後ユノ、日寺旦ノ、胃或ノ、十二指腸ヨリ突然出血ラ来シ得ノレコトアノレヲ注意セザJレペ
カラズ， f巧レモ粘膜面ニ於ケル微細／潰蕩商ヨリ A Yレモ／ナランカ。















モノニ シテ．小腸結緩ニ於テ佐々見Jレ所ノ hamatogene Infektion ガ，血管走行ノ模様テ
異ニスル直腸ニ於テモ矢張リ起リ得Jレコトテ事賞ニヨツア認メ得タ Jレモノナリ。
5，脊髄腫蕩易1）出例 仲間賞二部
患者大Oと0 62歳女 12/XJ,19.32 入院。
本年 2月頃起床時ニノ i 左胸部ニ鈍f~） アリ， 8月頃ヨリ鴨テ動カス時た乳房下音flニ刺痛現
Jレ，同時ニイi下肢ニシピレ感現レ， 8月中旬ニハ排尿I手聞が長クナリ，目、山市ニ際シl隣以下
ニ熱サテ感ゼス.＂ ，9月以後ハメヒ下肢ニモシピレ感現レ，同月下旬ニハ暫 夕立ツテオ Jレト足
- ）が無クナリ杖ニヨツテノ i歩行シテヰタカコ 11月一 j・ ）レト全然歩行不可能トナリ，夏
ニ尿尿ハ自然ニハIHナクナツタ トイ フ。




ハIll告叙IV~突超ノ線テ境 ト シ以ff) サレ， i!'J.感ハkイ iJI＿：ニナシ，来感ハkごニアJレガtiニ訣｜徐，
f荷魔ハJ(j＂側快 除シ，ノバ側ハ下肢ニ於テノ L鈍デハ アJレガ多少i呆タ Jレ，而シテ知覚A態ハ入
！淀川初ト術師iトハア 7 リ鑓ラス’。脊髄液ハ透明ナレドモ Xanth＜凡七romie アリ， ワ氏反膳
(1）ノンヰ ・アベル ト氏反膳（t什），細胞噌乙ナシ，腫傷制I胞 テ読日lf1セズ。大槽穿刺ニヨリ
下行性」リプヨドー Jレ寸 1日じC 注入後 X 線像婦）；~，第 4胸惟ノ高サーテ上方凸形ノ陰影快損












腸ニヨリ ~H デ， k.側胸部ノ刺痛ハナクナリ. F肢ノ屈曲モ可能，睦反射モ平常，ハピンスキ－
~II:現象陰性トナリ， I毘感寒！~JI~ ニ M~側大腿部デ現レ， 9 日 llエノ、大｛夏ハ自然ニ出タ。 2週間
一ハ下肢ノ屈曲ハ充分トナリ痛畳モli復シ鯛艶ハ平常トナル。 3週間後ニハ運動欣態ハ丁
度入院首初ト同程度ニ回復シ傍ヒ歩キ可能トナル，知覧モタ古ンド平常通リトナ Jレ。所ず此
／頃ヨリ最高39。C位ノ ：護熱アリ， b長所見ヨリ肱・脱炎トシテ治療セ ルガ，食慾恕ク時エ咽n-t
アリ.:!6日目ニハIi乳房ドニLへJレぺス寸生ジ段々定気ガナクナリ31日目ニハ丘倶｜］足搭揚現
レ尿民テ不随意ニ問スエ五レリ。遂ニ昏睡；伏態トナリ頭部強直強クナリ．表弱ノタメ術後
40日目ー鬼籍ニ入 Jレ。本例ハ腫虜ノ摘出 ι ヨリ脊髄ノ~迫テ去リ下肢ノ運動及知売肺痔ハ
日々ニ回復シ臨床ヒ興味アJレ1例ナリ シニ，不幸合併症ノタメニ倒レシハ誠ニ遺憾ナリキ。
京都外科集談曾演説昭和8年1月例曾
昭和8年l 月 ~o 日午後6時ヨリ京都帝大築友曾館ユテ開催シ，次ノ講演ヵ・アツタ。（幹事 鬼束惇哉）
1. 脳腫蕩J治験例 庄山省三












患者 Ii 歳ノ男児。満期安産ナレドモ生 ;k1.，~·1·~ ，
父ハ I！撤毒ニ感染シ \V礼R ガl場•／＇.／：：ナリシコトアリト言フモ，母ハ流産死＠‘ J ；経験ナシ。苦；
.~） 潟両城
教室ニ於イア除セ JレニJ礼子 3人共ニ WaR陰性ナリ。
病歴 fl＇！ニ年10月中旬誘因ナク左fl'!i日顕頂部ガ1股痛七I：ニ軟ク膨隆セ Jレヲ母親ガ接見シ， 多少









底ニ針シテ移動性モナシn i基底ニテ骨快損ヲ明カニ！濁診 シ，消息子ヲ 上下点右へ約 lcm
持入シf'.｝.，且尋常ノ骨／感アル注総ヲ解ijJレ。







リ， Diagnosisc:x juvantivus ヲ下シ，本航ヲ先天性微毒ニ依Jレ護諜~＇fi. ト 考ヘ テ可ナラ ンカ。
3. 念性聴臓炎｝ 1治験例
J心者新O春0 21以 心
~JI.[ JI二 ?， 、ー
1：訴腹痛
現病歴昭和 H年1月3日.tf:L［二 1ili ヨリ ，；＇~1； ニ t腹部ニ疹痛ヲ ，rtェ，コ ノ疹痛ハi~iJj次！主ヲ J曾シ
多少メI~ニ移Jレモ何鹿ヘモ放射セズ。悪寒，戦懐，熱費ナシ。午後8時頃ヨリ悪心ア Jレモ，噛
吐ナシ。便通ハ LIニ後4時~－ll完腸ニヨリ普通使ヲ1凹排出ス。







手術所見上腹部』r.中線切開ーテ腹腔ニ入Jレー，腹膜ニ費化ナ ク， 少量ノ腹水ヲ認ム Jレ














4. 肝臓膿蕩J1例 硲 丈雄
患者吉O熊O郎 5I援 0 昭和8年1月9日入院。
既往症 13年前肺炎ニ引続キ右・1則膿胸ヲ.￥シラ後肢鵠線下部ニ於テ肋骨切除術ヲ受タシ
事アリ（現在共ノ手術痕疾ヲ認ム）。
現在者I~ 昨年12月14日頃ヨリ！江l"Jニ疹痛性服脹ヲ来シ軒キ殻熱アリキ 0 ~Ii 日頃ヨリ艇度




局鹿所見 1) 庇門 外i'f[）ェハ現注炎症牲句化，痔按ヲ；t{!，メズ。後一h連合部ニ近ク約 5
粍ノ切開創アリテ肉芽組織ニテ覆ハJレ0 i肯，U、子ヲ入Jレニ内方－約1糎ーテJI門内ニ開キ他へ











性向血球明カニ増加ス 0x線像 Jr.：右特ニ右側横隔膜像高シ，但シ気胞像ナシn 試験穿刺
イi胸下部ニテ行フニ，ノト市：ノ血液ヲ得タ Jレノミーテ膿ヲ得ス’。







シメサソレ綴心懸ク可キ ヲ思フ。（本例ハ術後10 日 l~I鬼籍ニ入レリ）。
5・ 1ー キシク l(Kink) .：.就テ 高安 彰
開腹手術時，腹壁手術創ガ化膿シ，此ノ部ノ腹壁ト腸管ガ限局性癒着ヲ管メ Jレ詩，数年
















1. 麻酔 Wien デハ笑気 L~chgas ヲ用ヒテ居タカコ共他 Lエーテノレ1 ヲ用ヒテヰル所
しエーテ Jレ1 トLアプエルチン寸トノ混合ヲ用フル所等色々ア Jレカ二大抵パ全身麻酔デ手術ス
Jレ0 s,α’uerbr1whモ甲欣腺瞳以外ハ之デヤツテヰタ oh'ir≪r:/11 erヤLeipzigI Piαyr, Heirlerberg 
ノ凡ulc山川ナドデハ腰椎麻酔ヲ賞用シテ居ル。
2. 手術者 大抵Lゴ・ム寸手袋ヲ用フ。只 A’ndeルI J教宅デハしメリヤス1ノ下袋ヲハ J
テ，叉 Wienデハ Lゴ・ム 1手袋ヲハ J テハヰタガ，外套ヵー肘迄シカ ナク．手袋ト J間ハ毛
ムデヤノ腕ヵ出アヰJレ有株デアJレ。
3. レントゲン器椛一般ニ厭米デハドコデモ立波ナ X線装置ガアリ，殊ニ Mi.inchen
ノル.H'I' 教室ナドハ優秀ナモノデア ）~ 。所ガ，一般ニX線馬異ヲ主題トシテヰテ，患者ヲ
診 Jレ方・ハ除リ充分デハナイ。 Hamburgノ Sudeckナドハ助手ニLアナムヰーゼ寸ヲ云ハセ
X練馬民ヲ土蚕ニシテ物ヲ言フ。 Lカルテ寸トX線窃買トガ第1デアル。但シ Pαyr I所デ
ハ脳腫蕩ノ見事ナZ芸員ガアリ診断モ精密デ，大和魂ヲ持ツテヰテモたニ感心サセラレタ。
-L 術式 アメリカノ Jfoy1》／所デハ頭部交感神経節ヲト Jレノニ．頂部ノ中央デ切開シ






ツテヰナヵヅ夕方ラ， fフ科一｛夏利ナモノデ‘モナカラワ n Jう＇！
ヲ見タカ、、，｛労ニ 7三とZ竺紫世ヲ置4テヰナカ‘、ラ J，川er氏ノ，肯．錨子テ’穿顧シテヰタ。摘H-1，ヲ
11主品ヤラ ス酒’二次的ニヤ Jレ。均：t川e1かbr川，．／，／所デハ．胃捷ヲ作Jレノニ， JI.よツ、示指大ノメ；：＿"f
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出スJレト沃度丁幾ヲ冷Jレ。小サィ ；隊ノ先ニツナタ綿花ニ沃度丁幾ヲシ？セ タモ／ヲチャン
ト 準備シテアツタ。父保 4 所ヲ ヤ Jレ），＊メ ー λ.~ochet 氏止血錦子ノヤウナモ ノ 、先ニ綿紗ヲ
巻キヅタタモノヲ・~¥I'.備シテアツタ。深部ノ組織ヲ praeparierenスJレ時ムハ誠ニ使利デ．アル。
5. 縫合 '.¥[linch巴nヤ Fra1】kfurt デ‘ハ皮！荷縫合ノ f灸デ銀 ）l事葉ヲ貼リ ツクテ， J毛上へ















ニ手術セループラワン氏吻合J 4脚ノ r!l十二指腸ニ ＇di ナ Jレ 1脚ニ環~）；：ニ強キ痕痕性狭窄ア
リア，十二指腸下水平部ハ殆ンド；J、見顕大ニ膨隆シ．他ノ 3胸lハ境化ナシ。コ ノ吻合部 ト
トライツ氏徴トノ間ノ 空腸ハ僅カ ユ 3糎ナリシヲ以テ，膨隆セノレ十二指腸下両（航fHi'iH易
腸間膜ヲ粧テ） トシ主腸 トノ問ニ吻合ヲ行へ リ。
結 論 1) 本狭窄ノ成因ハ不明ナJレモ，兎ニ角，斯Jレ事貫ガ起リf'J.）レトス レノ、，今迄
プラクン氏吻合ヲ トライツ氏帯ニ最近 キ空腸ニ試クルヲ可トサレタノレモ．ヵ、 Jレ狭窄ニ封
シ，夏ニ吻合ニテ丹！？置スル｜仇闘員jf,ヲ＊ス故，或ハ トライツ氏帯ヨリ或程度ノ｛徐裕ヲ frス
ル所ニ吻合ヲナスプJカA可ナランカ。
:2) 斯 Jレ土之主三 ノ可能性ヲ考フ Jレ時ハ，従来徐 リ月jヒラレザリ シY抑 J＿＿！！：＿＿二氏吻flヲ
用 7ル：Jiカ＊内：f・Htjニl;flツテ女子朝日合ナリ n
3) 膨隆カ”狭窄部ニ近キ’奈腸ニハ著明ナラズシテ後腹膜ノ十二指腸ニ x:u月ナ リシハ一般
ノ揚｛；~ニ反スルモ ， コハ此ノ （＼·／；ヵー，｜〈素嬬動判 ク 1.：~ ニ研ノ J底抗力少キ ニ ヨ Jレナ ランO
2. 陰嚢崎形腰J1例 結. ）；＇ 者i~ た
臨 床 篠 纂 70:{ 
28歳ノ男子。












診湖上越ノ；畑キ所見ヨリ Blastomafibrom yxochondromatis ト診断シテ手術ヲ行へリ。




何故ニヵ、 Jレ誤診ニ陥リタルヤ。男性ニ於タ Jレ皐丸崎形腫ハ女性ニ於ク Jレ卵巣崎形腫ニ
比シテ進＝少ク，本邦ニ於テハ10例徐ニシテ，且ソレラ皐九時形臆ハ多クハ20級－40歳ノ








Jcシテ＊タ。機嫌ハ少ジモ鑓ラヌ 0 :2-3日前ヨ リ使秘0 p匝吐， 殻熱等ハナィ。
局屯所見腹部ハ一般ニ強ク膨i請シ融脈ノ怒張著シ，／正字側ガ特ニ膨隆シテヰJレ，臨動
不穣ハナィ。欄；診ス Jレニ k~ド側ニ於テ II重蕩ヲ認，／. ）レ，硬度ハ一様ナラズ，比較的ニ外側ハ
弾性軟，内側ノ、軟骨様，中心ハ骨様硬，且表在性ニフレJレ。座痛ハナイラシィ。皮膚トハ
704 日本外科賓画第 JO 1:き 第 3 盟主
ヨク移動シ下康トハ動カナイ。 H重蕩部デハ打診上濁鼓需工ヲ護ス。 肝臓ハ右肋骨弓下へ有字L
¥Ji~ニテヨ断指現レ，）Jili肝境界ハ消失。聴診上異常所見ハナ 4 。！江門内指珍ニテ直腸球自II ニ損




所ニヨリ波動ヲ.y＿シ記l厘椋ヲ長シ． ソノ lj-1ニ肯’及軟背・ヲ鰯レル0Jit;l舗 トノ癒持ハ比較的粗
霧ニ シテ，容易ニ刻出シ'rJタリ。
易，1j/I~棋本ヲ翻Jレ ι，多安性ニシテ頭部及腹部内臓ト思ハレルモ I , [I日肢ノ’自・組織，毛髪
ヲ認メ，叉胎盤ト思ハレル部分モアJレ。
術後粧過良好，手q~~鳩山期癒合。手術翌日ヨリ自然似 ア リ。術後12 日円全治退院。（術品Ii
ノ腹部普通語員，射出標本，及レントゲン窮員供覧）
4. 幽門狭窄時二於ケル胃壁肥厚二就テ iJ， 重 充
胃潰蕩ニヨル痕痕·I~！：幽門狭窄 ノ 1 患者ヨリ切除セ Jレ胃ニ就イテ工大ノ 1 事寅ヲ知リ得タ 。
第 1 胃ノ開壁ノカ－ヵ、幽門箆壁ヨリ肥！字セJレコト。
第 2 胃ノ 白Ii壁ハソノ後壁ヨリ肥大セ Jレコト n
従来胃慨部ハ消化ニ奥カリ幽門箆音j~ハ消化サレタ鹿例ヲ幽j·"j ヲ泊ジテ十二指腸ニ迭リ iH
ス役ヲス Jレモノトサ レテ居Jレ。ソレデ幽l"Jニ狭窄ノ存スJレ時通過l堵碍ニ打チ勝タンカ同勢
ヒ尚門誌ノ筋）貸ハ異常ナ Jレ運動量ヲ要ス Jレ結＊壁ハ目巴厚スル。：~｛iJレニ第 1ノ場合間壁カ、肥
厚シテ居Jレ。ドウ説明スルカ。先ツな~2 ノ r;11i~在ノ後壁ヨリ肥厚セ Jレ場合ヲ ，汚 フ Jレニ 胃ノ flii
~＼！ハ後壁ヨリソノ解剖的関係ガ· ，J；ス如ク ． ズツ ト frei beweglichデアJレ。従ツテ狭窄ニヨ
リ湾内容停・滞スJレ時ハ＇I‘oJlj壁ノ＼ ヨリ容易ニ Ausdehn巴1 シ件JレワクデアJレ。此ノ異常ナ
Jレ Ausclehnung ニ＃；•J- スル Schutz トシテ壁ヵー肥厚ス Jレモ ノト考へテヨイト忠、フ n 丁皮此
ノ犠ナコトガ動脈ノl喧伶静脈ニ於テモ見ラレJレ。自日チ静脈ニ循環障碍ノ アル時ソノ末梢rn;
ノ静脈壁ハ動脈ニ接セグノレょ＼usdehnenシ易キ反射ftiJニ於テ肥I＇λスJレノデアJレ。胃壁ニ於 ナ
Jレ鑓化モコ レト同様ニ考へテヨtト,ir，フ。 l'.!Pチ胃壁ノ肥！’λι針シテハ l¥IotiIi tat ト云フコ
トヨ リモ Ausdehnung カーif(大ナ Jレ1＇之ヲ演スツレ モノト考察スルノデアル。夏ニ第1ノ；場合ヲ
考フ Jレニ多クノ Ausdehnen シ易キ僚14ニヲ具備セ Jレ鰭J百i ヵ、凶~f"J箆ヨ リ肥l享セ Jレ モ 亦’，·，： ナ Jレ
カナ テアJレ。
5. 』工門周圏膿蕩二於ケJI-尾闇骨切除術＝就テ 傑~： _i'.Jl 信
！江川周閲膿電話ノ治療ニ位上只切開シj雌ノi1者溜セヌ机ニ シタノ ミデハ治癒シナ ィ：事ガア





























1. 牌脱庖病1J!J 摩 4世
忠者 19歳 ♀ 女工（繭 Jt1!i裂ニ従事ス） ！：訴 Ji手ノタj－傷。
f見病腔本年3月 Ii 日夜睡域ヲ以テ覆ハレタ «Ji~路トしトロッコ「ト／間ニ左手ヲ挟マレ，欝
(:iji ニヨリ也チニ~J 口ヲ縫合サレ， 7日米｜涜シタ。翌日モタトPlミニ通ツテヰタグ， ソノ間，熱ノ、
7りり 日本外科賓曲第 JO 巻第：l盟主
37"C前後白張痛ハ極メテ僅デ，震痔感ガアツタ。 9日，外来ニ＊タ時ハ創鍛ニテ壊症ノ準
行スJレ徴候ガアツタノデ．縫合綜ノ 1部ヲ除去シタ所 Lフ・ッ＿，ト云フ？？ ト共ニ無臭JLガ、
ス1ガ放出シタノヲ認メ，同日直チニ入院セシメタ。
現症開修大，栄養貧，顔面蒼白，筋肉及ピ皮下脂肪組織減退．脈博ハ多少頻数。館地











手脊商デハ抑指根 ト示指根 トノ間ヨリ手開節ノ近ク主主，長サ5糎rtJ3糎ノ；創傷ガア Jレガ泡
献ノ~汁ノ ；如キハナ ク字易エ出血ス Jレ鮮紅色，肉芽両ヲ.！；）、テ覆ハレ，創縁ハ構骨側ノミガ＼
Lチアノーゼ1様ニ着色シ，限界協ガ著明デアJレ。 創傷ノ周閤エノ、熱感， 浮腫ガ謹l閃サレ
Jレガ値引，ト捻髪音トハ殆ド誼明サレヌ。 叉多少ノ~痛ガア Jレガ， 慾惇感ハナ f。 k側日夜
符淋巴腺ハ腫脹シテヰヌ。尿蛋白｜捌！｜：，白血球過多症11,000及ピえま：明ノj林巴球I曾t37.5;>; 
Lヱオ ジン寸噌H・I＇／：白血球温少 0.5%。膿汁ニ僅少ノ子ID萄対］（球菌 ト多数ノ芽胞ヲ fスル）（樗
菌トカ’謹！”サレタ。コノベ惇歯ハ純培養，鑑別培養，特別染色ノ結＊・牌!l立痘菌デアル事
ヲ Tit1 ＇~：e、シタ n
入院後経過 創的iハL リハノ －）レ1洗糠，及ピL リバノ －）レ寸綿紗i~毛布ヲ施シ . r‘掌 Jえ手；符
rt:1iニハしワゼリン1車
；旦問!Iヨリ，連鎖、AA球菌及ピ葡萄欣球菌Lコクチゲン＇1姥朝夕 1回皮下注射シテ居Jレ。入
院後間溢ハ 37,8°C ヲ 11~高トシテ次第ニ下降シ入院後約 1 週間間ヨリハ？でク平熱トナツ ~n
食慾I狩加 シ， 暢JR：ハ入院後10 日 l~l .－＝－約 U:I;増加シテ居Jレ。 l臨中ニハ入院後5日l！？デハ多




臨ー 床 涯 纂 707 
ーへ肝臓ハフレナイ。
提要本例ノ：如ク感染創ヨリ」カeス1ガ‘護生シタ Jレ揚合，我々ハ大腸菌，題性浮腫菌，及





























患者 26歳 一男子。 I: I訴右顔面部ノ無痛性腫脹。











診断 幽牙ニ開係アノレ臨場ヲモー肱ハ疑ヒタ Jレモ， アマリ；巨大ナル事，近31記念ニk骨太
セ Jレ事， 年齢:2ti1~£ ナ Jレ事等 ヨ リ骨髄竹肉！！重ナ ラ ント考へタリ。然レ共レントゲ ン諸民像及
穿刺ノ結洪ヨリ吾々ノ .：－；ハー皆、セリ。レントグン諸民像ニ依レノ、，歯槽突起根部ヨリ外カー
ニ向ヒテ費生シ， F顎’符 ~1.1 ニ捜淡シ，歯刈ヨリ全ク離レタ Jレ 1 個ノ l鈎牙ヲ見ル（之費生セ
ズニ異常位置ニ異常方向ヲ以テ骨中.：：.:!lU波セJレ智歯ナリ）。コノ儲牙ハ陰影明瞭ナ JI,薄壁




1'／＇.ニシラ Per伊mentknittern著明ナリ。コノ {lfiヲ肢ク骨rj.1ー』｜！法セ Jレ歯牙ト JI；ニ除去シ向




リ， liffiハ液化シ情・1'~ Jjrfi ノ如クナ Jレ事ア リ。然レ JI、穿WIJ液中エL コレステリ ン寸 結晶及ピ粉
期内咋保ノ Detritusヲ説明 シ，向竺三上主と像ニテ背中ニ与Tl淡シ異常位置ー アル歯牙ヲ謹
lリjシタラバ櫨胞性混腫J，冷l'iJヲ昨λシ作ルナリ。
4. 皮膚結稜ト芝食堕宣餌療法 紺 ルー宗主 主
忠者第1{Jtj 3¥1山婦：人。 ~I：訴 -:f1期部ノ 乙殻’l''I:ー 市i'i f.li ト iiH~。
:1｛往症生·~~f:辺康ニシテ結核·U：疾患：ニ竹11 リ シコトナむ 。
現病歴 咋年 9月l二句］ヨリ全身l在怠感，食慾ぷ版ア リ，中旬二五 リテ右頬ニノj、結Niヲ生
ジ，同時ニイjj'!'\(;jl ニ J!!f:1r）］’［tj:IJ>Tf脹ア Jレニ気付ナリ o ノトキM·折、 久： ~l ニソノ；蚊ヲ I＼十 九イi:t'!'ii:·lllW







痕ノ所見モ無イ。 ~p チ定型的狼搭デア Jレ。向頭部ノ表在•Jif：淋巴腺！毘脹ハ狼病ヨリ 2次的ニ
＊タモノト理解シ得Jレモノデア Jレ。
第2例 第1例ノモ欠男 3歳 満期支産，生来虚弱ナルモ未ダ著患ニ催リシコトナシO
現病歴昭和7年6月末，溝ニ落チテ頭部ニ損傷ヲ’乏ク， I丹後治癒セリ。所ガ8月14日















R!-J’・／開係ニテ説明ス JレコトガHt31ミナ 10 従ツテ コ／場合デノ、（，Wニ
落チタ時ニ偶然ニ共底ニ結按患者ノ 1：イタ焼デモ アツタ 卜三フ風一
理解スペキモノト思フ口
治療 小児ノ接種結摂ハノトサクモアJレシ易i]H¥,1 t別癒合ノ下ニi'¥








多数ノ，撃者ニヨツテ報告サレテヰJレ0 .flt々 ／経験セ Jレヨノ例ニ於テモ同様ノ；好成績ヲ得タ
モノデアJレ。コノ；療法ヲ開始 シテ約 1月間ハ殆ンド鑓1ヒハ無カツタガ， 33日目頃ニ少シ乾





ヲ減ジ，結節モ幾ラカ不明瞭トナツタ 0 Ii-I日！｜ ニハ凹凸ハ向所々ニ アツタガ最早消息子ヲ
柴ニ入レJレコトガ、HHIEナクナツタ。 70日目頃ニハ結節ヲ見九 中央部ハ時ンド平滑，周遊
J 凹凸モ非常ニ減ジタ。州日 Iヨィ~年3月 13 日）ニハ rf~央部情ンド21~i骨，凹凸モー居減リ，
熔刺術ヲ行へ Jレ部ト比較ス ）~ ..＝..ムシロ熔刺術ヲn・ハナカツタんカ！.＇主カツタト思ハレル程
デアノレ。（忠良第1闘参！！の
全経過中鰻重ノ動遺ハ徐リナク，食関ニ剣ス Jレ慾＂.:R ハ王！11研ノ無撫醤油， 1！！~~結L ソー ス 1 ヲ
HJヒテ防クJ コトガ出来タ。
乏食臨食餌カj之府組十亥ニ封ス Jレ限リ相首ノ放＊~本ゲ1'.f.Jレコトヲ経験シタ。
5. 興味アル胃潰蕩J1例 革 島 史良
恵、:X・26歳男子。 l：訴腹痛及ピP~n-j：。




現~；，， .H¥1部ハ一般ニ少シ膨隆シテヰJレガ下腹剖iハ皮挙lニ舟ilkニ凹 ンデヰJレu 肱壁ハ一





像ニハ白血球上曾多 (17.500）ガアJレ。尿ニハ多数 I !(I似1'f,jヲ詮明シタ。
診断 晶様宅提起穿孔性胞膜炎及ピ 2次的l廊J率性 1_1レクス寸。
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相官量ノ 1+血アルヲ認メ共ノ他ニハ胃，大小問ノ異HJ＇ヲ認メ ス・. f:{くツテ犬／.~／！、網膜ヲ錫j二











吐ヲオミ シ， 実~1荷ハ激烈ニシテ陣椴反側シ．間近ノ醤削ニ ヨ リ注射 2問ヲ受ヶ同日 ii：午頃ヨ
リ病症摘と絞秤，漸ク仰臥位ニ臥尿スJレ事ヲi’｝タJレモ向腹痛ノ鵠ニ’何回ナル呼吸ヲナス ヲ
j ＇.｝. ス・，加フ Jレニ腹部全鴨川彰i前ト，下腹部ニモ必lriJ ヲ~~スニ七 リヨ）］10日夜’1：ぅkjl)'C:シ翌日
了ψ陪ヲ行ヒタリ。



































営時ノ所見顔貌憾表セル ~rr ’カ： ーんノクJ-f-。皮！持干！~j乾燥シ，貧血テハJ！＼~ ;f (J 樟温 36°l',
肱ji.lj帆，j札緊眠r[1＂~；：。呼吸安静。腿子レ、右＞ Le，且布［ハ散ん シ踏孔反感消失。言語障碍ハ




肱怒張像ヵーァリ，両Ii腹壁一帯ニ腸管ノ強キ異常融動像ヲ認メタ。 Defense musculaire 及
Blumberg氏症紙陰性。腫溜乃至抵抗ヲ楠レズ。一帯ー．特ニ廻官部ニテ強ク，腰痛がア
















Jレベキ揚合ヲ惣ヒ之ヲ商i腹壁創下端ニ固定シ，残徐ノ 1r::~1~ 開腹創ヲ 2 居ニ閉鎖シタ n
術後経過術後陣温36°C，脈博80，整調。 H臥l：ナシ。第 2 日関温37°C，脈悼104， 十九＇＂~。
幅~－I；ナシ。腸雑音僅カ ニ聴ユ。第 3 日ニ王リ腹壁強ク膨レ， 他ノ所見モ術前ト 問機ナリ。
激テ腹壁ニ恰｜定セル廻l均約切開口ヲ開キ，笠第4臼ニ小勝雄口ヨリ；多量・＇1来ヲH＇，シ緊渦ハ
成分；成弱シタカ＼第5日ニ肺炎ヲ併設シ輸血共他ノ j蓮置ヲ行ツ タね 7日途ニ鬼籍ニ入ツタ。
,n究 イ－~1,'1 '.f1ilニテハ既辿シタ如ク， 1) 狭窄ヲ起スペキ特別ノ！日flA:Iヲ見／Iシf'J.ナカツ
タ。 必 勝閉塞ノ !IUli'.ヵ明瞭ニ限界サレ 7，－，廻吉郎ヲ中心ニ I：下ニ準ムエ従ヒ共！主減判
シ，lご行結腸ニ主ツテハl虚脱ノ j状態ニイl：ツタ。向， 3) 廻腸;jd出ニテ切開セJレ際腸内容
トシテ薄潟様ノ 乙量 I Lパリクム寸 ヲ記、メ タ。外科敬訪｛－＂ !f:レノレ以前ノ 1，加がニ従‘Jレ内科
歯ノ述プル所デハ手術ノi千-)4遡聞が！ニ，イ1Jカ1重傷テモナfカト， Lパリワム1粥 ヲ以テX線
4念賓ヲシタ由デアJレ。
臨 床 5産 纂 715 















等ヲ謹明セズ。鮪診スノレニ何庭ニモ睦粛ノ鯛知シ得Jレモノナク， 抵抗亦ナク， Defense 
musculaire ( ＋），一般ニ座痛アリ九何底ガ特ニ強シトモ fへナイ。打診上高鼓昔ヲ呈シ，
聴診上腸雑音ヲ誼明シ得ナイ。直腸内診デハ著鑓ヲ謹シ得ナイ。
診断 Lイレウス1 既ニ重症テ簡軍ニ手術シ得Jレトハ考へナカツタガ，手術ヲ放棄シ
テ死期ヲ待ツノハ得策デハ無イカラ，原因ヲ断案ス Jレニ時間ヲ費ス事ナク， acuteabdomen 
トシテ，入院即時（護病後4日目）ニ手術ヲ行プ n 手術 正中線ーテ康ク開腹ス。多量ノ暗
黒色，悪臭アル血性腹水ヲHIシ，之ヲl吸引，拭去シテ内臓ヲ見Jレト，え網膜ハ横ニ結腸ヲ
包ンデヰテ，術野ニ見エルノハ完合ニ壊がi：化シタ1）、腸／蹄係デアル。蹄係ハ3個ヨリナリ，
1ツハヰ1・側腹へ. 1ツハ左側腹へ， 残リノ 1ツハ骨盤腔へ陥チ込ンデヰル。周園及ピ夫F呼
ノ間ニ炎症性浸出物ノ附着アリ。之守；ノ j蹄係ヲ胞壁ニ Jキチ ~1'1 シ詳検スルト，廻盲部ヨリ口
側40糎ヨリ1米40糎ノ iξサニ亘リ，Qpチ廻腸空腸雨者ニ跨リ，成範園ノノl、腸壊岨化カ『アリ，
ソノ~~·ドノ腸間膜ハ線If［）ニ於テメツク. ）レ氏盟、室ニテ絞施サレrH血性硬塞（haemorrhagiscber 
In far kt）ヲ呈シテヰタ。胃ハ極度ニ横~K シ閉塞店f）位ヨリ tl{WI）ノ腸ハ:ii！.；グシク膨脹シテヰタ n
此庭ニ於テ， j ツナル氏憩宝ヲ切i；主シ．壊岨化シタノj、腸蹄！系ヲ切徐シ．雨断tf！／；＼デ側々吻
合プ試ミタガ，術~P 一般紙態ハ愈々悪化ス Jレノミデ，輸血．強心剤注射，酸素吸入等ヲ糠
ナノドラ手術ヲ繕ilシタ所，一時小康ヲ件タノミデ，途ニ手術豪上デ鬼籍ニ入ツタ。
本例ニ就テ多少ノ考案モアルガ，本日ハ唯所見／記載ニti二メタィ。
